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 留 学 報 告 書  
記入日：2020 年 2月 17 日 

 

所属学部／研究科・学科／専攻 法学部法律学科 

留学先国 
アメリカ合衆国 

留学先高等教育機関名 

（和文及び現地言語） 

和文： ペンシルベニア大学 

現地言語： University of Pennsylvania 

留学期間 2019 年 7 月～2019 年 8月 

留学形態 大学間/学部間協定留学 認定留学   

留学した時の学年 4 年生（渡航した時の学年） 

留学しようと決めた理由 

就職活動が終わり、大学生活最後の年をどう過ごそうかと考えた時、一番成長することがで

きたと感じた留学をまたしたいと思ったからです。留学を通じて学べることは多く、また昨年参

加させて頂いたスタンフォードサマーセッションで中期留学の良さを知ったので、今年も参加

させていただきたいと思いました。 

留学のためにした準備， 
しておけば良かったと思う準備 

（効果のあった勉強法や教材，留
学準備に役立った授業等） 

初めてスペイン語を受講しようと思っていたので、留学前からペンシルベニア大学の教授に

連絡を取り、どのような予習をしておけば良いのかを確認しました。また英語力の向上として

は、以前の留学で知り合った友人とテレビ電話などをしていました。 

この留学先を選んだ理由 

以前ボストンに留学していた際、一度フィラデルフィアに旅行に来たことがあり、静かで学生に

とって勉強がしやすい場所だと感じていたからです。またペンシルベニア大学は世界的にもト

ップユニバーシティであり、もしチャンスを頂けるのであれば勉強をしてみたいと思っていたか

らです。 

大学・学生の雰囲気 

非常に真面目な学生が多いと感じました。夏休み中にも関わらず図書館にはたくさんの学生

がおり、皆レポートや課題に取り組んでいました。PSGI に参加している学生は中国からの学生

が多く、次にシンガポールや韓国など、アジアの学生が多かったように思います。一方でヨー

ロッパなどからの学生は、他の留学プログラムと比べると少なかったと感じています。 

寮の雰囲気 

寮では生交流を推進するイベントなどは開催されておりませんでした。しかし、プログラム参加

者が全員同じ棟に宿泊するので夜などは一緒にご飯を食べたり勉強をしたりしていました。ま

た、ルームメイトもプログラム参加者でしたので、彼女とはよく出かけていました。 
 

交友関係 

同じプログラムに参加している様々な国からきている留学生の友人ができました。プログラム

の一環として、野球観戦やフェアウェルディナーなどがあり、その中で関係を深めることができ

ました。授業仲間は皆授業後にサッと帰宅してしまうのでお話しする機会はほぼありませんで

したが、試験前には一緒に勉強することもありました。 
 

困ったこと，大変だったこと 

今までのどの留学よりも勉強が大変でした。 

通常１５週間かかる授業内容を６週間に凝縮しており、その分日々の課題も大変でしたので、

毎日夜中まで勉強をしていました。週末も半分ほどは勉強をしなければならず、ほとんどの留

学中の時間を勉強に使っていたように感じています。 



International Student Center, Meiji University 
明治大学学生海外トップユニバーシティ留学奨励助成金受給者用 

 2 

学習内容・勉強について 

２つの授業しかとることができませんが、十分だと感じました。私は基礎スペイン語とジャーナリ
ズムの授業を取っており、どちらの授業も大変でしたが、特にジャーナリズムの授業では学生

数が３人の中、４時間弱の授業、かつ終了が２１時過ぎ、というかなり大変な授業でストレスを

感じてしまうこともありました。 

 

課題・試験について 

課題寮は膨大でした。ジャーナリズムの授業の課題のライティングは１５００字ほどと軽めでし

たが、授業前に読まなくてはいけない資料の量が莫大でした。またスペイン語のクラスでは毎
日課題が課され、短期集中講座ということを実感しました。 

大学外の活動について 

あまり学外活動をする時間はありませんが、自由時間には街の方に出かけてみたり、近くで夜

ご飯を食べたりしていました。上記にもありますが、プログラムの一環として野球観戦、美術

館、フェアウェルディナーなどにも連れて行っていただけました。また、プログラム終了後には

ルームメイトと一緒にニューヨーク観光をしてから帰国しました。 
 

 

留学目的の達成度について 
（留学を経験して感じたこと，成長

したことを踏まえて） 

今回の留学では、今までの留学同様に留学後も付き合うことのできる友人を作ること、そして

英語力の向上を目標としておりました。また、最後の留学となると感じていましたので、その目
標以外にも今回の留学はしっかりと勉強をする、という目標も密かに持っておりました。そのた

め、本当に学びたいと思っていたスペイン語とジャーナリズムを受講しました。ジャーナリズム
の授業では３人という少人数の中かつてないほどに発言をしなければならず、自分の考えを

主張する力を身につけられたと感じています。また、スペイン語に関しては留学後のスペイン

旅行で少し会話することができたので、今後ももっと精進していきたいと感じています。 

留学を志す人へ 
「これを知っておいて欲しい」と思

うこと、アドバイス等 

留学先で何がしたいのか、何を得たいのか、ということを考えた上で留学先やプログラムを決

定することが重要だと思います。短期、中期、長期留学の違いや、各国、各大学の特徴をし
っかりと理解した上で出願するといいと思います。私が参加した中ではこのペンシルベニア大

学は本気で勉強をしたい、留学先では人と交流するよりもしっかりと自分と向き合いたい、レベ

ルの高い他の学生と学びたい、との目標を持つ学生には大変オススメなプログラムです。 
 

 

 

 


